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ＪＲ東海労新幹線地本 

 

スピードアップ、車掌の車内業務見直し、検査体制見直しな

どによって仕事は年々きつくなっています。来年からはのぞみ

の一時間１２本運転が予定され、東京駅の折り返し時間が短縮

されると言われています。それなのに特勤手当から職務手当に

変更になり月定額となってしまうため今後はいくら仕事がき

つくなっても手当は増えません 

 私たち東海労は、仕事が増えたらそれに見合うだけの手当を

支給することを要求しています。 

 ユニオン組合員のみなさん！ともに声を上げましょう！ 

●東海労の要求 

乗務した距離に応じて別途手当を支給すること 

駅輸送・車両所社員に対して作業中の歩行

距離に応じて手当を支給すること 


